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コロンビアの

自然と鉱産資源

泳

コ浜シビアは南米諸国のうちでもわか鱈の人為にあ

ま登知られてい恋い露の五つといえるだろう吉その理

由を考えてみると南米にゆく国際空路がベネズエラを

通るものが多くまたインカ帝團の遺跡をたずねる人は

その中心であったペノレｰをえらぶしアンデスの高山に

のぼる人はペノレｰ･テリｰなどの高峯にいどむ.その

ためコロンビア全般についてその社会･自然について

調べようと思っても適当たものが少たい.

私は機会をえて昭和45年春に五カ月余りこの国に滞

在することができ主として中部北東部を歩いたので

その間に見聞したことのうちから自然と地下の資源に

ついて以下にまとめてみることにした.

地質調査所においても他にこの国に滞在した人はい

たいので内容が何等か今後の調査その他の役に立てば
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1.国のなり立ち

コロンビアというこの国の名前は中南衆の大陸の発見

者コロンブスの名前をとってつけられている.その面

積は113万9千炎㎜2南米では4番目の大きさであるが

わカミ国の約3倍の広さがある.しかしその総人口は

1,750万人(1968)ちょうどわカ酒の6分の1である｡

この数字でもわかるようにわが国では失われようとし

ている自然がまだこの国の大半をしめむしろ人々は

その中で調和して暮している所といえるだろう.それ

ばかりでは次く人口の多くはこの国の西半分をしめ

ている山岳と高原にあつまり東半分は人跡未踏のアマ

ゾン･オリノコ両川の源にあたる大密林地帯となってい

る.

人呼んで“緑の魔境"という60万km2におよぶこの

地域には油岡カミある可能性もあり将来の注目の地域

である.北米大陸の自然をもし掬られている自然"

とよぶならばこの国は“知られざる自然雅をもってい

るといえよう.

コロンビアは他の中南米諸国と同じように永らくスペ

インの植民地となっていた.その間この国の中部にい

たムイスカス族ほか約2(〕にのぼる原住民族は大きな抵

抗もあまり行たわずスペイン軍の侵入をゆるし今日

のボゴタはスペイン軍司令官ヒメネス･デ･ケサダ将

軍によって建てられたといわれる.

いわばインカ帝国への進撃の通路に当っていたこの国

は幸か不幸があまり大きな変革もなくすぎていった.

カリブ海沿岸のインディオのように病気と強制労働のた

め全く絶滅するといった災厄はこうむらたかったようで

ある.その後1810年民族主義者シモン･ボリｰバ

ル(S五帥N腕LmR)がベネズエラと共にこの園をスペ

インの手から解放し現在のパナマ･エクワドル帯ベネ

ズエラ1コロンビアの地域にGranCo1omb1狂を建てた.

しかしやがて分裂して今賞の姿にたっている｡こうし

た歴史的背景の下にこの国の社会が構成されているが

コ1コンビアの地勢図�
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句よりも人々の生活に深い影響を与えているのは園の

大半をしめるアンデスの山並である.

2.自然

地形アンデスの山脈は南米大陸の西岸にそって

走りこの国に入って3つに分かれている.いずれも

南北に走っているが東山脈(Cordi11eraOr1enta1e)中

央山脈(Cordi11eraCentra1e)西山脈(Cord111era

Occ1denta1e)と肢ずけられている.アンデスの北の端

とはいえ3ヨOOO狐をこす山も多く北端のサンタマノレタ

山系には5,800mの高峯もある.

こうした山々の聞には南から北へ流れる大河が何本

もありそのうちマグダレナ･カウカの2川はそれ

ぞれ長さ1,50⑪k皿をこえ交通の動脈とも在っている.

人々は山脈中部の高原から平野にかけて都会を作って

いるが気候条件の上から高所や川すじには住みたがら

ず黒人は沿岸にインディオは高所にメスティｰソ

(白人との混血)は中部にというように自然に住みわ

かれているようにみられる.

各都市の気温(各地共夏季･冬季の気温差は2～4.C)

山が多いということはこの国の地形上の最も欠きた特

色である.それも3,000～5,000m級のものが多く高

峯をのぞいては一種の台地のようだ感覚を与えられる.

たとえば朝早く1つの町を発ち呑をへて数時間かかっ

て九十九折の道を山地の頂に上るとそこには岩と草原

の広々とした地域がひろカミる古ちょうど大きな体育館

の建物の屋根の上に立ったように見渡す限り空と岩し

かない｡こうした所を数時聞はしりつづけ再びそ

のはしを下りはじめ下の町につくには夜9時をすぎる

といった状態であった･しかしこのアンデス北部は

中部･南部からみたら越しやすい方ではないだろうか.

こうした地形であるために便利なのは航空路である.

また宙林の中に点在する集落へも空路でゆく他はたい.

一方意外たのはまた道路が発達していることである.

山から山へ目をみはるほどよい道がつづいていることが

多い.これは岩質が非常に硬い古期岩類や花崩岩であ

るためと気候的にも大雨暴風など災害発生のおそれが

全くないといった事情による.

都下汀名�人口万人�高度m�年平均気温｡C

ボゴ.タ�170�2,600�15

カリ�90�690�30

メデリン�90�1,500�25

､'ミランキリァ�70�O�27

ブカラマンガ�24�990�23

マニサレス�22�2,130�17

カルタヘナ�20�O�30

ククタ�20�600�26

地の高度によって決められるといってもよい由別表に

おも放都会の高さと年平均気温を示しておいたがどこ

でも夏と冬との気温の差は2～遂℃で年利引じである曲

そのため多くの人は600～1,200膿の所の都会にすんでい

るカミ平均気温14～26.Cまことに快適である.首

都ボゴタは高度2,800m少し天候が悪くなればオｰ

バｰを着るほどの涼しさである.

気候台風が全くこの国をおそうことがないとい

うのはこの国の地球上の緯度をみればわかる.コ泌シ

ビアの南限近くには赤道が横切りその北限は北緯は

その聞はいわば熱帯だが台風は緯度15～五ブ付近で発生

しカリブ海を北へ行ってしまう.この国は今まで馳

年以上もこうした自然の暴力はうけてい放いという山

各地の気候とくに気温は赤道直下でありながらその土

気侯の上で最も苛酷の地としられているのは中部の

マグダレナ川にそった流域である.私達カミその地方に

行った時も灼熱の陽光は容赦なく照り｢カリマ｣と

いわれる熱風のもやは立ちまた太陽も茶色にみえると

いった有様であった｡日向は40.Cをはるかにこえ

バランカベルメノ･のホテルの夜の庭でも30犯をこえ

室の冷房で生気を取りもどすといった状態であった.

同じ0眼といってもI北隈のカリブ海の岸は正に楽園

である.海洋性気候の豊かさを示す有名た連暑地であ

るカノレタヘナは海は青く白砂の浜辺にはマング奴一ブ

や椰子が茂り夕風がカジブ海から吹いてくると人海

は美しい並木道に集まり夕涼みをするといった風景が

ボゴ仰1臓柳重麓幽こあ讐11けそ裏で象滋がある背後の舳幻碓代

壷)丘滋鰯(蔦度2,8⑪c醐)�
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l11脈柿坐分布図

よくみられた.ここは気温は高いのだが湿気がなく

実に快適である.

関する影響をいかにうけているか

のである.

息が切れるとかさらに膝の不調

のところにその影響が出るとか

いろいろた点で証明できる.

大アンデスのi⊥1中ではたしかに

一種の高山病のような現象がおき

やすくやがてなれれぱなおって

しまうようである.私の場合で

もボゴタにいて悪かった費腸が

600mの都会に下ると即座にたお

ってしま一.｡た経験がある｡

さらに3争｡o晦以上ともたると

もはや調査行動は不自熊と改って

しまう.気温も夏(ブC以下少

し上の露頭をみようと思い登りは

じめると胸が痛くなるといった現

象もある.一賞のうちに朝40.

Cの町を出て10丁以下の地点

をみてまた夕刻には灼熱の地へ下

るといった調査もしぱしばあった.

その度にこの南米の各地が高度に

身にしみて感じたも

高度200～2,000n}の間の山地各地には最も環境のよい

都会が散在する.年平均気温は20～35丁人間の最

もすみやすい環境で各地方の中心都市ククタ･カリ･

ブカラマンガ･メデリン'たどはその代表的たものといえ

るだろう､2,O00mをこえた所にある都会ではただそ

こが高いというだけではない.首都ボゴタで誰しも経

験するごとのように空気が稀薄であるという点はゴノレ

フのボｰルがよく飛びすぎるとか荷物をもって急ぐと

植生こうした気候の高度による変化は人聞ばか

りでなく当然生物界にも影響を与えている.むしろ生

物界の変化が人間の生活を左右しているという屍方もで

きよう.調査期間中毎目の調査の折私は片時も携帯高

度計をはなしたことがなかった.もちろんそれは自分

のいる場所の高さを確認する意味もあったがこの国の

中･東部における植物の生育環境を仕事の間に知ろうと

いう考えもあった.

アンデス東山脈を横切る適からみた鮫擦鮒バ適はどこ二凌でもつづくく

ずれる心配のない堵質と気候のゆえξこ(高度3,200m)

叩ダグレナ1111流ガマラ付近満々と水をたたえている�
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その結果別区のようたものができ上ったが移動中の

短い時間のためくわしくみる暇もなくまた手にとっ

ても命名はむずかしいのでごく常識的なまとめしかでき

なかった.この国が熱帯であるにもかかわらずリン

ゴ以外は何でもできるというのは高度差を野菜の栽培

にうまく利用していることに他だらたい.

コロンビアの一般的た植生区分としてしられているの

はサバンナ(Sabanna)パラモス(Par弓inos)リャノ

(Llano)などである.サバンナは801)～2,(〕O()mの高原

地帯に展開する荒野状の地形で赤色土上にはシャボテ

ン･タフィ曲灌木だと散在し地質の調査には都合がよ

い.こうした荒地をけずっている川などの崖には露頭

がよくみられた.

バラモスは3,O00nユ以上の高所にある荒涼とした岩石

の露出■した土地でほとんど草ばかり白銀色のアルニ

カ･フライレオンというようた独特の高山植物が生えて

いる.リャノはコ漬ンビアグ)東半分をしめる熱帯密林

と草原をふくむ広大な未開の原野のことであり遠くベ

ネズエラの南部のオリノコ川南津まで広がりとても踏

みこめたものではない､こうした特長的た植生の他に

この地に当然あるところの熱帯性多雨林が繁茂している.

かえってこうしたいかにも熱帯らしい.樹林は200～1,5(〕0

m位のところでみかけるが古生代1時代をほうふつさせ

るような樹木羊歯の類もが放り多い.また森の中には

紅の色の野生のらんが樹木の幹に寄生して咲いている

のを見ることもあった.

ことに私が行った3月は乾期であって調査期間中は

!滴の雨もふらなかった.雨期は大体δ～五蝸といわ

れるがアジアのように顕著では次くむしろ年中快晴

年中曇勝ちの所というように高度と地形によって左右

されること0)多いのは特長といえよう帯

カブリ淋燦カ〃タヘナフラミンゴが集団で美しい一姿をみせてくれる

(0則)

コ1コンビァ東部商猟の一角はこ1口)ようにおだやかな風景が腿㈱してい為

連1くび)lllはアンデス束11!脈の一一部(高峻1600m)

コ回ンど刊脇めサバンナ伽彪筑地と草原1鰹沫地榊二'ガく(衡陵

�ね�

洩

繊本拳綴が亭まんもしている1釦三1脈噂喜での風景(200～1,500�
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動物相このよう次気候と植生カ違あれば食物連鎖の

法則からこれによって自然に動物相はきまってしまう.

この南米大陸の北部には猛獣はほとんどいずただ毒蛇

のたぐいに注意を要する.またコロンビアはブラシノレ

と同じように多くの蝶カミ生棲しその宝庫であるとき

かされていた｡ところが3月は蝶の季節でなかったの

か山を歩きまわってもほとんど見掛けずむしろ小鳥

たちの世界であるといってもよかった.専門の本によ

ればコロンビアに生棲する鳥の種類は1,650にのぼ

り北*大陸にいるものの約2倍であるといわれる.

どの町のホテルの庭にも小鳥たちカ癬れて朝はその彩

りのあるさえずりの声で目ざめるということもしばしば

あった.しかしそれらの名前となるIとむずかしいカミ

その中でもとくに私達の興味をひいたのは蜂鳥であった.

この鳥は小さく10㎝以下でもあろうか羽根を早く動

かし空中に静止することができる珍しい鳥である.私

達カミ村の森陰を歩いていると爽竹桃の花などの蜜を吸

うために飛びかい空中に浮んでいる姿をみかける曲

ある時は赤や黄の花をつけた“ガジョの木碓の大木に

たくさん離れているのを見ることがあった.また村の

茶店には青や赤1縁だとの羽毛をもったオウムかよく

飼われておりボゴタの町がどには少年がインコをかご

のべたように有害た動物もほとんど少たく北海道の調

査のようにプヨ･ハエの類も全然見当らず3月の頃は

歩いて汗ばむ程度むしろわが国の調査よリもずっとやり

やすいことかわかった.これはコ1コンビアの中･東部

のことなのだが西部においても太平洋側をのぞけば

大差はたいだろう.

3､地質

3ロンビアの地質のうち最古の地層はデボン紀でそ

れより新潮のものには新生代1中生代の地層一石炭･

二畳紀層などがあるが音いのは現在のアンデス東山脈

の脊梁部に点女と分布している｡しかしこれらは南北

に狭長た露出を示しそれにひきかえ中生層は東と酉の

両山脈の中央部に広く分布し地表の分布面積も第三紀

層に匹敵する.

しかしこの中生層も東山脈一帯のものが白亜系とわか

っているだけで調査は未尼完成していない.第三系は

各山脈の側面とくに現在の川の流域に分布し南北に分

布している曲全般としては東西方向から加わった力を

主とする籍歯運動(アンデス造山運動)のため地質構

造ができ上っており向斜部はは第三系か背斜部には

基盤岩である花騎岩類片岩類等が露出しその串間部

に入れて通行人に売っている姿をみかけるなど

国という印象をつよくうげ淀由

の露頭はよいが谷が深く近よりカ茎たい所もある｡し

かし600～2,000i孤の間とくにサバンナや出ずそは前に

には古生層

る壱

高度3,50⑪m以上のパ多そス毅灘漸主1植物のみ育ち茄滋をしている

(東111脈)

鐙をすう蜂､鶴(僚篤欄)榊ゆ塞の卸等花車).ゆ劉･にうかんで

いる(点線の中央のとこる)(北サンタンデル州コルネホ)�
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コ1コンビア

弼賛層

目…1第三系

醐中生層

魎･1古生層

皿皿変成岩

匝コ火成岩㈱馳〕

上海質絡図

時代層厚Q敬1Qt層序区分

語

新

第中新世｡｡ト讐坐生グアヤボ層群

生_

�

代

記

申

生

代

�

先減片･岩

.中

生1派1片麻岩

代淡然淀駕匁駕魚貫入花博岩

C出石炭層R.燐鉱床

コロンどア束i王11脈糾糠約鰯序(鉱i脈11鵬地質鯛癒厳)

図が国内で組織的に調査されf乍られつつあるけれども

未だ隻0数枚しかできておらずそれも資源に関連ある所

または主要産業地域に限られている｡それよりさらに

くわしい10万分の1地質図は調査しやすい重要地域が

出来上っている.国の中央部山岳地帯の一部および

東方密林地帯での地質図の作成は降伏したい原住民がい

ることで作業不能のため困難であるカミ全般的に地形が

峻峻であるにかかわらずよく踏査が行なわれたという印

象をつよくうけた､

一般の地形図についてはボゴタにあるコダシ(細鵬愛一

inCodazzi)という地理研究所(Instit雌G艶駆抵触)

が一手に販売しておりそれを通じて買うことができる､

しかし2万5千分の1地形図だとは一般にうられておら

ずとくに注文してから青焼を手に入れることができる､

いずれにしても空串写真を図化したものであるため調

査に使用するには差支えなへこのような地形1地質

図に示されている地層の代表的たもσ)について次に略述

しよう.

古生層古生層は北米のミシシピアン･ペンシノレベニ

アンに相当するものがあるはずなのだが未知のものが

多い.石灰岩･頁岩･砂岩･礫岩だとの互層からなっ

ており赤色層が発達するが石炭層はない｡東1⊥!脈西

側によく発達しており一部は片麻岩上に衝上している

ところもあり全層厚は2､独畑といわれる｡�
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第三系この時代の地層は地質鰯に示されているよう

にアンデス山系の底部に分流しているが時代としては

日本には認められてい放い暁新世がありさらに鮮新世

にわたるものである｡全般としては南北方向を軸とす

る櫓曲をくり返しているため大局的にはカウカ谷のも

＼＼,デ㌧摂讐㍗1㌻

＼､フ

ユクア㌦＼ジ

｣〈＼!ノレ

ス

コロンビアも東北部のベネズエラに近い所ではマラ

カイボの堆積盆地の第三系の層序との対比がよくできて

ている｡む㌧ろコロンビアのこの地方の地質についそ

二二鮒楓ぷ二るニネズエラの地層名は

国内鉱産分布図(現地披詞暗幻〃墳料に')き米徽捷のもぴ)を含む)

これに反し上部のGリADALUPE,UMIR層(各地で

若干地層名茄ちがう)ぱ主として陸成層であってコ

漬シビア中部の各地に分布するものほ砂岩山泥岩など

グ)互層で炭層が含まれていることが多い.北部ではこ

の層中に石灰岩を含むようになり主として海成層が多

くなる傾向を示している.

中生層と第三系地質時代については地質調査所

に世界的に有名な花粉学者トｰマス1ブタン.デア.ノ､

ンメン博士がいたためすべて花粉学的層序によて｡て決め

られているといってもよい.私がかねてコ源シビアの

地質に著しい興味をもっていたのはわが園の石炭層と

同じ時代のものがここに知られていたことと花粉層序

がこの国でよくたてられていたからであった｡隣のベ

ネズエラが石油の産地で有名であるだけに第三系の調査

はよくまとめられていた｡

4.鉱産

この国の主産物はコｰヒｰ宮バナナな

ど農産物なのだが鉱産もまた少汰から

ずある.別表で示しであるように石

油･エメラノレド･金･白金･銀等は少な

くともこの国を代表する鉱産ということ

ができる.一方最近における主要農産

物ほ1コｰと一(世界策2位)バナナ

(世界第3位)たどである.

ボゴタにある国立銀行展示室にある金

の数々は有名であるし民族博物触にあ

るインディオの装飾品をみてもいかに金

が豊當であったか容易にしることができ

マグダけ沿梯バフ払〃メハ近郊ヴ)汕閑(輔伽鹸繊咄た御一1')�
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る.エメラルドの産額は世界一次のだが国としては

これをすべて国営の下に管理している.従ってエメラ

ルドや金は民間べ一スでは手をつけることはできない出

石油は図に示したようにマグダレナ川の沿濠とベネ

ズエラの国境近くに出る.これも多くの石滴会社がそ

の探鉱と販売を行なっており目下盛んに稼行されてい

る.マグダレナ川の沿捧を走ると銀色のパイプライ

ンが川すぢにそってどこまでもつづきバランカベルメ

ハには精油所が赤い焔を上げいやが上にも暑さを讃して

いた.しかしやぐらの配列や状況をみるとその現状は

必ずしも新しいものではたくさらに採掘がすすめられ

ているのを=しばしばみかけた.

東山脈から中央山脈へと山越えのつづいているある目

玉軒の農家に立寄るとそこにはアスファルタイトの鉱

石が小屋の中に出とつんであり求の中には鉱石の標本

恋ど多くあつめてあった.きけばインディオと親しい

人でいろいろの鉱脈を知っているとか.径10cmも

あるアンモナイトを無造作に私にくれるたどこの国1に

はまだまだ鉱産物がありまた地質や古生物学の上でも

いくた新しい発見一の可能性をもっている一端をのぞいた

ような気がした.

この国の石炭は最近わが国でも注冒されて来ており

第三系の下部層の中に爽在しているものと白亜系の中

にあるものとの2つの層準がある.ことに歴青炭には

粘結性を示すものが多く小さた炭鉱に行っても炉を作

1)コｰクスを造っている,炭層はそう厚くはないが

かなりまとまってあるというのが特色である.ただお

しいことには炭鉱が山奥にあるため出炭した恋のをいか

に安く運ぶかということが一番頭の痛いところだろう.

あとがき

コロンビアに1ヵ月余すごしてみて私は今まで行っ

たことのあるアジア･アメリカ等に比べて非常に異質

の文化圏であることを身にしみて感じた.

それは単的にいうことのできたい多くのものを含んで

いてたとえば人々の生活を通じての社会構成をみれ

ばスペイン領有時代からの歴史のもたらしたものカ

トリックの宗教的基盤それに人々のすむ自然的環境な

どが混然として現われているのが現在のコロンビアであ

ると思う.かりに典型的たコロンビア人はと間われて

もたか汰が答えがでてこない.白人･混血･インディ

オがさらに混血し町でみかける人々も金髪･ブルネッ

ト･黒髪たとさまざまである.

しかしその中に強く底流とたっているものはスペイ

南米の国で度々の政変があると私達は新聞紙上で不安

感をおぼえるがコロンビアは前大統領ロハス氏が退陣

したあとは軍部の支持する政府が強い力をもっている､

一そのため私達がどのような田舎にいっても治安上の不安

はなかった.1⊥1中でも国境のあたりは軍のバトロｰノレ

に出あうことがありまた州ごとにゲｰトがもうけ一々

検査はされるがそのためかえって静かである苫

前にものべたよう1こ農産物の種類の多いことまた食

事の味が欧風であることは旅行者には楽しい思い出であ

る｡ことに米の料理が多く難や魚肉の料理恋とし

ばしばスペイン風の食事をたのしむことができた.田

舎の茶店などでハヤシライスのようなものを注文して

食べることもできるので調査の途中村の茶店を利用で

きたのは幸であった.

人情というと私達はただ車でかけぬけるだけ汰ので

機微のことはわからなかった.ただ中部の黒人のすむ

町々を通るとその異様たフンイキに圧倒されてしまう.

｢チノチノ｣と中国人とまちがえられ子供逮は車に

とりすがる.日本人は割合に知られてお1)覇鱒戦争

で韓副こ頃き日本に立寄ったという人にしばしば出会っ

た.しかしこちらがスペイン語余できないのは致命的

でありラテンアメリカの調査にはぜひともスペイン語

が必要であることを痛感した｡

コ減シビアはわが国とは査証の不用の国であり今後

の鉱産資源の開発如何ではわが国とはさらに緊密にな

ってゆく可能性がある.

(維者は石炭隷峻)
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